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和文要旨
第110回日本解剖学会総会・全国学術集会 （会頭：
富山医科薬科大学教授 大谷 修； 副会頭：金 沢大学
教授 井 関尚一） を平成17年3月29日から31日まで，
富山医科薬科大学において開催した。 本学会の特色，
実績を報告し， 学会のあり方等について考察する。
英文要旨
The ll01h Annual Meeting of Japanese Association 
of Anatomists (JAAllO) (President : Prof. Osamu 
OHT ANI. Toyama Medical and Pharmaceutical Uni­
versity ; Vicepresident : Prof . Shoich i ISEKI, Kanazawa 
University) was h eld at Toyama Medical and 
Ph armaceutical University f rom March 29 to 31 in 
200 5. We report the ch aracteristics and results of 
th is meeting and briefly discuss th e way scientif ic 
meetings sh ould be organized. 
はじめに
第110回日本解剖学会総会・ 全国学 術 集 会 （ ］AA
110) （会頭：富山医科薬科大学教授 大谷 修； 副会
頭：金 沢大学教授 井 関尚一） を平成17年3月2 9日か
ら31日までの3日間， 富山医科薬科大学において開催
した（図1 ）。 「新設」 医科大学で日本解剖学会総会・
全国学術集会を担当したのは， 高知医科大学（瀬 口春
道教授）， 浜松医科大学（ 山下 昭教授） に次いで 第
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3番目である。 本学ほど交通の便が悪く， 大学周辺に
レストランもマーケットもない大学で 開催したのは初
めてである。 また， 平成16年 8月に第16回国際解剖学
会議が京都において開催された 8ヵ月後という不利な
条件であった。 さらに， 平成16年には 財団法人日本学
会事務センターが破綻 し， 学会事務局に 混乱をきたし
図1 第110回総会・全国学術集会の看板
第llO回 日 本解剖学会 の 報告
ていた。 このように不利な条件が種々あったが， 何と
か本学会を成功させることができた。 これも一重に本
学教職員の皆様のご支援とご協力， 学生諸君の協力，
ならびに多 数の企業 ， 富山市， 富山市観光ピユーロ一
等からのご支援の賜 物であると感謝している。 本稿で
は， ー講座の教授と助手が悪戦苦闘して遂行した本学
会の特色と実績を報告し， 学会のあり方について考察
したい。
本学会の特色と独創的な点
日本解剖学会は， わが国の医学界における最も伝統
と歴史のある学会であり， 医学・歯学における人体の
正常な構造と働きに関する基礎 的研究と教育を守備範
囲とし， 連綿と生命科学の基礎 を築き上げる役目を果
たしてきた。 平成16年度に， 日本解剖学会学術委員会
から， 昨今の社会情勢， 大学の現状等を考慮して「学
表1 シンポジウムのタイトル一覧
1 ）解剖学実習の充実と研究者の育成をめざして
2 ）種々の組織の構造と機能の可視化法
3 ）分泌細胞研究の新しい試み
4 ）佐性幹細胞（ES細胞）と器官形成
5 ）大脳皮質の層形成
6 ）リンパ節の免疫監視機構
7 ）細胞内分子輸送を生み出す微細形態
8 ）骨代謝調節機構ー最近の話題
9 ）立体画像による解剖・組織学
10）社会貢献としてのコメデイカル解剖学教育
11) （日米合同解剖学シンポジウム）Vascular Biology 
12）情動・記憶の脳科学・神経解剖・神経生理学的基盤
13）細胞外マトリックスによる形態形成と細胞機能の制御
14）神経系における細胞シグナリング
15）晴乳を考える
16) Virtual Dissection ：最新のCT.MRI画像を用いた解剖
学教育の可能性
17）細胞のタンパク質分解とその機構
18）血管系をめぐって：部位特異性と形成機構の問題点
19）系統発生と個体発生の解剖学
20）口腔諸器官の発生と発育
21）神経解剖懇話会：グルタミン酸受容体についての最近
のトピック
22）未固定凍結標本を用いた人体解剖学：その献体実務か
ら臨床応用まで
23）受精とクローン
24）膜チャンネルの分布と機能
25）内臓の自律神経支配について 臨床的視点と基礎医学
的理解－
26）新時代の動物解剖学
27）最近の凍結技法による細胞組織学的解析応用
28）神経発生と神経再生・分化転換における共通機構の解
明に向けて
29）脳の比較解剖学
30）形態を科学する
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術集会のあり方に関する答申」 が出された。
第110回日本解剖学会総会・全国学術集会では， こ
の答申に従い， 硬く古い殻を脱ぎ捨て， 新たな学会の
出発となるような試みを実施した。 第 1 に， 会員の多
くが日々格闘している解剖学教育に関する議論を深め
るために， Rich ard Mitch ell氏（ハーバード 大学） に
よる特別講演と， 解剖学教育に関するパネルデイス
カッション「解剖学教育：いつ， 何を， どのように教
えるか」（日本解剖学会教育委員会との共同） を実施
した。 第 2 に， 血管生物学をテーマとした日米合同解
剖学シンポジウム（日本解剖学会海外 交流委員会との
共同） を実施した。 第3 に， 細胞のタンパク質分解と
その機構， 受精とクローン， 情動・記憶の脳科学， リ
ンパ節の免疫監視機構など， 学際的領域を含めたシン
ポジウムを企画した（表 1 ）。 シンポジウムのテーマ
は， 学術委員会の提案を多く取り入れて決定した。 第
4 に， 次世代の主役たる学生のためのセッションを企
画・ 実施した。 この学生セッションは， 本学会の最も
独創的な点である。 第 5 に， 一般演題は， 総てをポス
ター発表とすることなく， 一部を口演とした。 第 6
に， 経費削減の一環として， 大学を学会場とした。 第
7 に， 懇親会では， 華美を避け， お祭り的な要素を極
力排 除した。
本学会の実績
演題および参加登録 はUMINのオンラインシステム
によった。 平成16年 8 月の京都における国際解剖学会
議終了後に演題登録 等を開始したために， 登録 締切が
12月末になり， さらに訂正などの申込が殺到し， 抄録
集（図 2 ) 1)の発行（3500部） が遅れ， 辛うじて学会
前に会員に送付することができた。
合計662演題が集まった。 内訳は，特別講演 1 演題，
パネルデイスカッション 4 演題， シンポジウム150演
題， 一般 演題507演題（口演141演題， ポスタ 3ー66演
題） であった。 このうち51演題は学部学生または修士
学生によるものであった。 この他に， ランチョンセミ
ナー3 題と公 開市民講座を実施した。
参加者は， 会員950名 （ 大学院博 士課程の学生を含
む）， 招待講演者 43名 （外 国人 4 名 ）， 学部学生および
修士学生322名 （本学の学生を含む）， 企 業 関係者約
200名 および， その他の招待者， 本学の教職員， 市民
など約200名 で， 合計1700名 超であった。 このように
実行委員会の予想を上回る参加者が得られ， どの会場
も満杯状態で， 素晴らしい発表と， 熱気に溢れた活発
な討論が行われた（図3 ）。 学生セッションの会場で
も， 学生とは思えない程の質の高 い発表と討論が行わ
解剖学雑誌第110回総会・錦繍鱗鰍
滴開閉時《時間調加のolA開to附SI念
日本解剖学会
図2 第110回総会・全国学術集会抄録集号の表紙
図3 ポスターセッ ション（体育館）の風景
れた （図 4 ）。 なお， 学生セッションで発表された論
文は， 解剖学雑誌のSupplementとして発行する作業
を進めている。
懇親会には約300名 の参加者があった。 本学医学科
4 年 次生 馬詰智子君の司会で進行し， 本学会会頭 大
谷 修が歓迎の挨拶をし， 続いて贋川信隆日本解剖学
大谷 修
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図4 学生セッ ションで口演する本学医学科2 年
次生（当時）小柳哲男君（上）と聴衆（下）
会理事長 および小野武年本学学長 からご挨拶を頂い
た。 外 国人招待者からのショートトーク， 学生セッ
ションにおける優秀者5 名 の表彰等の後， 鏡聞きをし
て， 食事と歓談に移り， 親睦を深めた。
本学会の評価と学会のあり方
本学会を主催した立場からの自己評価と， 学会のあ
り方について考察したい。
まず第 1 に，『学会期間中， 富山駅が学会の紙袋を
持った人でごった返していたJとの声が聞かれ， 前述
の通り多 数の参加者があったことから， 本学会が一応
の成功を収めたと評価したい。
第 2 は， 1000人規模の学会を， 初めて本学キャンパ
スで実施できたことも評価したい。 わが国のどこの国
立 大学よりも不便な位置にあり， しかも 大学周辺には
宿泊施設も， レストランも， スーパーマーケットも無
い我がキャンパスを学会場としたが， 格別のクレーム
は付かなかった。 この理由として，（1）送迎パ スを朝夕
各 5 便運行したこと，（2）ランチョンセミナー， 立仁会
による安価な弁当 の販売， 学生食堂の利用などによ
り， 昼食が比較的安価に確保できたこと，（3）学会場が
臨床講義室以外 は総て近くに位置しており， 参加者に
便利であったことなどが挙げられる。 市内のホテル等
と比べ， 大学のキャンパスを学会場にすることで， 会
場借上げ費を抑えることができた。 さらに， 学内の教
職員， 学生にも参加の機会を提供することができたこ
とも， 大学を学会場としたことの意義であると考えら
第llO回 日 本解剖学 会 の 報告
れる。 また， 本学学生が発表あるいは手伝いとして参
加しやすかったことも見逃せない。
第3 に， 本学会の最も独創的な点である学生セッ
ションについて考察する。 まず， 会期の 1 年前に， 全
国の関係講座に学生セッションへの積極的な参加を呼
びカミけた。 集まった演題は口演17題， ポスタ 3ー4題，
合計 51題であった。 学部学生の研究は， 人体解剖学実
習の過程での調査や破格例の報告， 基礎配属期間中に
行った研究， あるいは解剖学教室に居候して行った研
究など様々であった。 学生は， 研究から発表までの過
程で， 普段の授業 では学ぶことのできない多くのもの
を身につけたと思われる。 一方， 修士課程学生は， 所
属研究室の研究であった。 修士学生の発表する適当な
場が少ないことから， 学生セッションが有意義で、あっ
たとの意見が多くあった。 口演でもポスターでも， 専
門家や他 大学の学生から直接コメントを得ることがで
きたことは， 学生にとって良い刺激になったと思われ
る。 この学生セッションに関する記事が， 平成17年 5
月23日発行の週刊医学界新聞（医学書院）第2634号に
掲載された。 この中で， 本学医学科4 年次生の植村健
司君は膨 大なデータの中から， 暗中模索で『答え』を
見出す作業 に伴う不安と，『答え』を見出した時『な
んとも言えない， 今までに感じたこともないような喜
びに包まれた。 このように学生のうちに研究の醍醐味
を知ることが出来たことは 大変意味あることだと思
う』と述べている。 また松村譲児氏（杏林 大学教授）
は『研究方法や発表・質疑応答のシュミレーションな
どの準備の過程で， 学生がふだんの実習や講義では予
想できないほど成長し， 周りの学生にもよい刺激に
なったJと述べている。 このような教育こそ， 大学に
おける教育であると考えられる。
一解剖学講座による「手作りJの学会であったた
め， 不行き届きの点が多々あったに違いない。 しかし
ながら， いわゆる学会屋に学会の運営を委託すれば膨
大な経費が必要となる。 ある教授の『ほのぼのとし
た， 暖かい感じの学会でしたJという言葉が， 学会担
当者にとって何よりの救いであった。
おわりに
本学において開催した第110回日本解剖学会総会・
全国学術集会について報告し， 若干の自己評価と考察
を行った。 本学会の実施に際してご支援・ ご協力を賜
りました関係各位に深甚なる感謝の意を表します。
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